
火災危険性を有するおそれのある物質の調査結果 

 

 

１ 第一次候補物質の抽出結果 

各調査で該当した物質のうち、以下の物質を除いて抽出した。 

・性状等から危険物に該当し、かつ他の類の性質を有しないと考えられる物質 

・性状等から明らかに火災危険性がないと考えられる物質 

・常温では気体であるため消防法の危険物に該当しない物質 

 

調査種別 調査対象 調査該当物質 第一次候補物質 

事故事例調査 各種データーベース等 34物質該当 3物質 

文献調査 

一般化学物質の製造・輸入数量 

（平成 24年実績） 
6物質該当 なし 

国連勧告書 3物質該当 なし 

１６５１４の化学商品 10物質該当 なし 

ＩＡＴＡ規則書 3物質該当 なし 

ＧＨＳ 今回対象外  

再調査 

平成 25 年度までの調査で抽出され

ていたが確認試験を実施していな

かった物質 

10物質該当 10物質 

※調査の結果、第一次候補物質として 13物質が抽出された。 
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２ 第二次候補物質の選定結果 

  第一次候補物質として抽出された 14 物質について、用途及び流通状況により１～５グ

ループに分類・選定した。 

分 類 選定物質数 

① 火災・爆発事故に関与した可能性のある物質 ３物質 

② 製造・輸入量 100ｔ／年以上の物質 ０物質 

③ 製造・輸入量 100ｔ／年未満の物質 ２物質 

④ 用途のみが把握できた物質 ３物質 

⑤ 用途及び流通量が把握できない物質 ５物質 

 

 



IUPAC名 一般名称 CASNo. 化学構造式（Mw）
①火災・爆発事故に
関与した可能性のあ
る化学物質

②製造・輸入量100t
／年以上の化学物質

③製造・輸入量100t
／年未満の化学物質

④用途のみが把握で
きた化学物質

⑤用途及び流通量が
把握できない化学物
質

1 アルミン酸ナトリウム1302-42-7 AlNaO2(81.97)
屋外貯蔵タンクへの手すり溶接作業中に
隣接タンク（内容物　アルミン酸ナトリウ
ム）が爆発。2013.8.2韓国での事故

粉末（白色） と
液体　の２種
固体：
無色の結晶、融
点1800℃、水へ
の溶解度＝易溶
不燃性
液体：
消防法=非該当、
可燃性＝なし、
爆発性＝なし、
腐食性＝あり（強
アルカリ）

土壌硬化剤、
製紙のサイズ
剤、水処理用
凝集助剤、触
媒原料、セメン
ト急結剤

10～20トン（2012
年）
（出典：化審法　一
般化学物質製造・
輸入数量）

当該物質は危険物
に該当しなくても、
強アルカリ性で金属
との接触や他の成
分との混合により、
火災爆発危険性の
ある物質を生成する
おそれがある。

情報源によるとタンク内のアルミン酸ソー
ダが何らかの熱源に接触したことによる
爆発としているが、アルミン酸ナトリウムそ
のものは不燃性である。隣接タンク上部で
の手すり溶接作業の「火種」から引火爆発
しているので、タンク内の強アルカリ下で
アルミニウムと反応して水素ガスが発生
し、タンク内で爆鳴気を形成していたので
はないかと推定される。（ＭＣＴＲ推定）
当該物質は消防法の危険物ではないが、
火災爆発危険性ガスを生成する可能性が
あるため、念のため検討物質として挙げ
た。

- -

③災害情報データベース
Ａ）Yonhap News Agencyの記
事及びＢ）Australasian
Institute od Dangerous
Goods Consultants　(AIDGC)
のWHAT'S HAPPENING?
August 2013 の記事
Ａ）爆発で完全に破壊された
写真、記事内容はＢ）より少な
い。　　Ｂ）Hwaseong 化学プラ
ントで爆発　死者2名、負傷者
1名。ソウルから60km南方の
Hwaseonにある化学プラント
の６０ＫＬタンク（内容物アルミ
ン酸ソーダ約２０ＫＬ）のタンク
が爆発した。警察によると、３
人の作業員が隣のタンクの手
すりを設置するため溶接作業
中に爆発が発生した。警察に
よると、アルミン酸ソーダが熱
源と接触した時に爆発が起
こったのではないか、という。

毒物及び劇物取締法
に該当する化学品を意
図的成分として含有せ
ず、
購入原料に不純物とし
て含有するとの情報を
受けていません。
労働安全衛生法
名称通知危険/有害物
（第57条の2、令第18条
の2別表9）：
アルミン酸ナトリウム
(区分内番号37)
化学物質管理促進
(PRTR)法に該当しな
い。
消防法に該当しない。

○ (○)

2 シリコシュウ酸 - (H2Si2O4)n (-)

配管や熱交換器に滞留したクロロシラン
系物質の加水分解により生成していた可
能性がある。シリコシュウ酸は爆発的に反
応する性質あり。2014.1.9 三重県四日市
市（三菱マテリアル社事故）　事故発生時
（1月9日14時頃）の湿度は60%であった。

固体 - -

クロロシラン類の加
水分解で生成する
化学物質で、摩擦、
加熱により容易に
発火し、爆発的に反
応する。爆発威力も
強い。

クロロシランの分解生成物だが、念のた
め要検討（シリコシュウ酸は危険性大だ
が、クロロシランの加水分解で生成するの
で、クロロシラン類の安全管理、防消火対
応が必要である）

六塩化二ケイ素の加水分解
生成物であり、摩擦や加熱に
より容易に発火する。また、ア
ルカリ処理した場合に発生す
る水素も可燃性であり、十分
な注意が必要である。（東亜
合成　新製品紹介「六塩化二
ケイ素」2006年）

－ ○

3 -

ホウフッ化ナトリウ
ム（sodium
borofluoride）
別名：
・四フッ化ホウ酸ナ
トリウム
・テトラフルオロホ
ウ酸ナトリウム

13755-29-8 NaBF4（109.75）

左記物質、テトラヒドロフラン、水素化ホウ素ナ
トリウムの混合物が入った55ガロン（約200L）
の容器から出火。2013.05.05米国・ミシガン州
の化学工場での事故。

白色結晶
融点：384℃（分解）
空気中で強熱する
と有害なフッ化水
素、三フッ化ホウ素
を発生する。

アルミニウム合
金のフラックス、
アルミスクラップ
のマグネシウム
の除去剤、非鉄
金属ごとにアルミ
ニウムの金属粒
度改良剤及び精
製のフラックス、
金属表面処理、
有機フッ素化合
物の合成原料

ホウ素化合物の排出・
移動量
2013年度ＰＲＴＲ集計
値　6,795トン
（出典：ＮＩＴＥ　ＣＲＩＰ）
ホウフッ化ナトリウム
単体の生産量は不明

-

他物質との混合状態で出火したとみられ
る。本物質自体は危険物指定が見られな
いが、念のため要検討と判断。ホウフッ化
ナトリウムは不燃性で非危険物であるが、
火炎等で強熱されるとフッ化水素、三フッ
化ホウ素を発生し、消防活動において有
毒ガスへの対応が必要になる。

- -

弊社提案DB「ility」（フィンラン
ド）より。左記混合物中、テト
ラヒドロフランおよび水素化ホ
ウ素ナトリウムは消防法で危
険物指定があるが、ホウフッ
化ナトリウムについては指定
がない。

（１） 労働安全衛生法
施行令 第５７条の２施
行令１８条の２別表第９
（ＭＳＤＳ） 487 号
（２） 特定化学物質の
環境への排出量の把
握等及び管理の改善
の促進に関する法律
（ＰＲＴＲ
法）政令第１条 第１種
指定化学物質 405 号
（３） 水質汚濁防止法
人の健康に係る被害を
生ずるおそれがある物
質
（４） 水道法 規制物質
（５） 下水道法 施行令
規制物質
（６） 廃棄物の処理及
び清掃に関する法律
規制物質
（７） 毒物劇物取締法
別表第二劇物 劇令-
96 号
（８） 船舶安全法、危険
物船舶輸送及び貯蔵
規則 危険物 腐食物質
（９） 航空法 腐食性物
質

○

(○)
ホウ素化合物全体の
生産量（排出量＋移
動量）の数字は分か

るが、ホウフッ化ナトリ
ウム単体の生産量は

不明

「第二次候補物質」国内外の事故事例調査（３物質） 資料Ⅱ-2
第二次候補物質としての分類

No.

（ア）物質名等

（イ）事故概要等 （ウ）物質の状態 （エ）用途 （オ）流通量等 （現行法）（カ）予想される危険性（キ）一次候補物質としての抽出可否、理由 （選考根拠（DB等））（ク）候補類別 （ケ）過去調査情報



「第二次候補物質」再調査物質（10物質）

①火災・爆発事
故に関与した可
能性のある化学
物質

②製造・輸入量
100t／年以上の
化学物質

③製造・輸入量
100t／年未満の
化学物質

④用途のみが把
握できた化学物
質

⑤用途及び流通
量が把握できな
い化学物質

窒化リチウ
ム

窒化リチウム 26134-62-3
ＮＬｉ３

（34.82)

融点：840-850℃
赤褐色粉末
密度:1.3g/cm3
（以上　Sigma-
Aldrich　MSDS)

・窒化リチウムは室温で水と反応し、水酸化リチウム (LiOH)
とアンモニア (NH3) に分解する。
・融点付近では白金とさえ反応する.
・細粉化したものは発火する.窒素雰囲気中に保存し，不活性
気体中で取り扱うのがよい.

・固体電解質やリチウム電池の負極剤
・窒化物合成原料　　　　　　　　　　　　の研究
開発用

・価格：\17,100/10g
（試薬ベース）
・サンプル入手可能
／１トン未満
（高純度化学研究
所）

○

１H-トリアジ
ン

アジ化水素 7782-79-8

N3H

(43.03)

第５類自己反
応性物質、ア
ゾ化合物（法
第２条第７項
危険物別表第
１・第５類）

耐えられない刺
激臭、無色透明
液体
融点：-80℃
沸点：37℃
沸点： 35.7 ℃
蒸気圧 484
mmHg （25 ℃
EST）
比重（密度） 1.09
(20 ℃/4 ℃) :
 水に可溶 :
（以上　安全情報
センターMSDS)

・爆発性を有する。
・シアン化水素(青酸)並みの猛毒で、皮膚、粘膜などを刺激
する。取り扱いには適切な設備と厳重な管理を要する。
危険物に係る事故事例　（1998.08.04）
5-アミノテトラゾール製造過程で発生するアジ化水素が、除
外途中にベントコンデンサーで冷却液化され、構造上不必要
な配管に液溜まりした。また、5-アミノテトラゾール製造に係
る熟成時間を、3時間から1時間に短縮したことで、溶存アジ
化水素量が多くなり、高濃度のアジ化水素酸として凝縮さ
れ、濃度が安全領域を越えた。この状況で何らかの振動又
は衝撃により爆発したと推定される。

・副生成物質
・工業用の砲弾起爆装置に重金属アジドとし
て使われる。
・•有機合成､起爆薬､アジ化鉛製造
 
 


・副生成品での事故
で、一般流通はない
・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料(H24）に記載な
し

○

三塩化窒素 三塩化窒素 10025-85-1

Cl3N

(120.37)

揮発性と刺激臭
を持つ黄色油状
液体
融点：-40℃
沸点：71℃
溶解度：水　不溶
　ベンゼン、クロ
ロホルム、四塩
化炭素に可溶
密度：1.635g/mL
（以上Wikipedia)

・単離精製した場合非常に不安定で、光や水が存在すると通
常24時間以内に分解する。純粋な三塩化窒素と有機化合物
や触媒表面を接触させた状態で衝撃を与えると、自己反応
熱によって爆発が起こる。
・非常に強力な爆発物であり、凍結、加熱、日光、テルピネン
などの有機化合物との接触などによって容易に爆発する。
・危険物に係る事故事例　1969.4.29
トルエン及び反応液が流出し、油分離槽に滞留した。この排
水がアルカリ性となり、三塩化窒素が生成し、浮遊する油に
溶解した。この油をドラム缶で汲み上げたところ、そのサピが
触媒となって三塩化窒素が分解し、爆発した。

副生成物質            含窒素化合物と塩素の
反応の副生物として生成する。特に塩素化
イソシアヌル酸とさらし粉（次亜塩素酸カルシ
ウム）との接触により三塩化窒素が生成し、
爆発・危害を及ぼすことがある。（出典：林純
薬工業(株)　高度さらし粉の製品安全データ
シート）

・副生成品での事故
で、一般流通はない
・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し

○

第二次候補物質としての分類

候補類別 物質の状態 事故・性情等 用途 年間生産量 選考根拠（DB等）現行法No. IUPAC名 一般名称 CASNo. 化学構造式（Mw）



ジチオりん
酸Ｏ，Ｏ－ジ
メチル－４
－オキソベ
ンゾトリアジ
ン－３－イ
ルメチル

アジンホスメチル 86-50-0

(317.32)

－

固体
融点:73-74℃
沸点:>200℃(分
解)
水溶解
度:33mg/L
比重:1.44
（以上　NITE
CHRIP)

化学的危険性：200℃以上での加熱や燃焼により分解し、有
毒で腐食性のフューム（窒素酸化物、リン酸化物、イオウ酸
化物）を生じる。

農薬（有機りん系殺虫剤）　　　　2009年5月
に食品安全委員会が農薬評価書を公表して
いる。

殺虫剤の混合成分
の1つとして使用さ
れている。ある農薬
ではアジンホスメチ
ルの濃度は0.02％
である。（出典：林純
薬工業(株)）

○

ビス（ジメト
キシチオホ
スフィニル）
ペルスル
フィド

ビス（ジメトキシチオホ
スフィニル）ペルスル
フィド

5930-71-2

(266.15)

－
固体？
沸点　332.4℃
引火点　154.8℃

MARS(December　1990)
塩素化設備において発生した爆発事故。3℃で行われるべき
操業が、塩素の添加が早すぎたことと冷却不足により30℃を
超えていた。溶剤が蒸発し、そして、MP1、MP2及びMP11(ビ
ス(ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド)の分解温度に
達した時、突然、素早く分解が起こり、反応器が変形した結
果、開口より可燃性ガス漏えいした。そのガスが着火、爆発
が生じた。

不明

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・国内生産／海外製
造情報はない

○

四硫化四窒
素

四硫化四窒素 28950-34-7

N4S4

（184.29）

橙黄色結晶
融点：178℃
沸点：207℃(爆
燃）
(以上Wikipedia)

・加熱や衝撃で容易に爆発する。
・事故事例(FACTS、研究所、実験室)
化学物質の爆発
事故概要不明
爆発的分解のおそれ

過酸化物や硝酸塩、塩素酸塩などの酸化剤
と混合したものは雷管に装填するのに使わ
れたことがある

・製造/輸入数量
（H24）記載なし
・現在日本では生産
していない。海外の
流通情報もない

○

デカボラン
（14）

デカボラン（14） 17702-41-9

（122.21）

融点：99.6℃
沸点：213℃
引火点：80℃
発火点：149℃
(300F)
（以上NITE
CHRIP)
白色結晶性粉末
（以上　和光純薬
MSDS)

・粉末や顆粒状で空気と混合すると、粉塵爆発の可能性があ
る。
・加熱、あるいは炎との接触により爆発することがある。
・300℃に加熱すると徐々に分解してホウ素、引火性のガス
(水素)を生じ、燃焼すると有毒なフューム(ホウ素酸化物)を生
じる。
・ハロゲン化物、エーテルと徐々に反応し、衝撃に敏感な物
質を生じる。
・酸化剤と爆発的に反応する｡水や湿気と反応し、引火性ガ
ス(水素)を生じる。
・このエアロゾルは眼、皮膚、気道を刺激する。中枢神経系
に影響を与え、疲労、興奮性亢進、昏迷を生じることがある。

国連番号　1868　デカボラン
国連分類　4.1　可燃性物質

触媒、燃料、イオンビーム発生源

・製造/輸入数量
（H24）記載なし
・過去５年で1kg以下
／入手可能
・試薬ベース（和光）
\140,000/10g

○



三ヨウ化窒
素

三ヨウ化窒素 13444-85-4
I3N

(394.72)

赤色固体
三塩化窒素類似
物質
合成された三∃
ウ化窒素は、非
常に爆発性が高
く、
0℃以下で分解す
る。これは臭素お
よび塩素の類似
体
のように高い吸
熱性をもっている
(BH5-4476)衝撃

爆発性、分解。衝撃爆発
非常に不安定で輸送できない

超爆発性

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・流通情報はない

○

1,2ｰシクロ
ブタンジオン

1,2ｰシクロブタンジオン 33689-28-0

(84.07)

Bretherick's
Handbookにその
ジオンは冷所で
貯蔵し、重合を防
止するため直火
から離して取り扱
わなければなら
ないと記載があ
る。

冷所貯蔵し、直火から離して取り扱 不明

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・製品として国内流
通していない

○

5-メチルｰ
1-（1-メチル
エチル）-
1,2,3-アザジ
ホスホール

5-メチルｰ1-（1-メチル
エチル）-1,2,3-アザジ
ホスホール

126330-30-1

（159.11）

性状
この物質は極度
の自然発火性を
もつ(HB5-2369)

リンを含む酸のエステル 不明

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・日本及び海外の流
通情報はない

○
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